


























































































ひきちさま」は女性の可能性が高い。むろん、男性間でも仮名書き書状は見られるが、 一般的には女性宛であることが多い。第二には、傍線部ア・ウから「御ひかしさま」すなわち東との親しさ・近しさがうかがえる。傍線部ウからは、東は下向に際し秀元からの書状を託されており、また下向後「御ひきちさま」と親しく話をするようであり、 「御ひきちさま」 は東と親しい女性 考えられる。第三には、「御ひきちさま」はそもそも秀元本人と親しい存在だと考えられる。傍線部イからは、 が秀元の身を心配して る しいこと、秀元がそのような同人を安心させようと ていることが知られる。傍線部エで 秀元自身も隙が空き次第、 「御ひきちさま」のもとへ下向して親しく話をすると述べている。　
以上三点から、 「御ひきちさま」は、東と親しい秀元の近親女性
もしくはきわめて親密な女性だと考えられる。 だ、 妻であれば 「つほね」 （局）宛であることが多いので、この可能性は低いと判断される。近親としては母（天正十八年没）および祖母乃美大方（慶長六年没）がいる。その き注意されるのがこの文書 伝来である。この点が、第四の手がかりとな 。　【史料１】の秀元書状は、右田毛利家に伝来したものである。同家は乃美大方の次男元政が相続した天野家の後称である。 『山口県史』史料編中世３には「右田毛利家文書」二五二点が翻刻されているが、その掲載からは、本書状 「元政八譜外
　
巻十三」という巻



















ほね」という署名も知られ いる。当時、桜尾城は穂田元清の城であった。そのような諸点からするとおそらく、東 元清個人にとどまらず、その母乃美大方や、後には元清 子秀 らとも親し 人間関係に も 考えられる。 【史料１】 お ても、秀元が自分の書状を下向する東に託しており（傍線部ア） 、当時 は秀元の身近にいたものと考えられる。　
さて、三人目は、宛所に見える「御ひきちさま」である（傍線部












数の嘆願や行動は、 【史料１】傍線部イにうかがえる秀元の身を案じていた存在が同女であるこ の傍証ともなろ 。　
しかしながら、 【史料１】以外、同女が「御ひきちさま」と称さ








ある。ただ、後述す ように同女の終焉の地 、桜尾城で 安芸でもない。孫秀元が輝元から分知された長門国の豊浦郡秋根村であった。 現在、 同女の灰塚が存在する下関市秋根 普賢寺 （当時は普済寺）の場所が、その終焉の居所であったと伝えられる
（９）
。桜尾を冠し
た乃美大方の呼称のように、女性たち 呼称はその居所にちなむとが多い。そうで れば、 「御ひきちさま」と う呼称の由来の場所の解明は、同女 居住した地の一つを解明することでもある。それは同時に元就死後長きにわたって生きた同女の生涯の一端に触れることともなろう。その点については、 次章以下で考察を展開する。本章では、そ 前提ともなる【史料１】の年代比定を次節で行う。
の叔父吉川元春、小早川隆景、重臣福原貞俊らである。二点は乃美大方自身の書状で、子息の元清・元政に宛てたものである。三点は元清宛 小早川隆景書状であるが、その内容は乃美大方に関わるものである。一点は、 【史料１】に掲げた「御ひきちさま」宛毛利秀元書状である。一点は、中の丸（東）宛の毛利元就書状である。　
以上、この巻子の所収文書の大半は、毛利氏関係者および元清・
元政ら子息から乃美大方に宛てた書状、および子息宛の乃美大方自身の書状、小早川隆景から乃美大方の子息穂田元清宛の書状（内容は乃美大方関係）が占め また、 『山口県史』史料編中世３掲載の限り、 「右田毛利家文書」のうち乃美大方宛の文書を所収しているのは同巻子だけであることから、同巻子には乃美大方宛の文書および関連文書が一括されていると判断される。　
その中で一見の限りでは説明が難しいのが、 【史料１】の秀元書





































付の【史料１】 、 少なくとも文禄四年以降のものとなる。第二に、乃美大方の死去は慶長六年（一六〇一）九月十四日である。 「御ひきちさま」を同女とするならば、 【史料１】は慶長五年以前のものでなければならない。　
以上の二点から、本書状の比定年代はまず文禄四年から慶長五年









九月晦日福島正則・黒田長政連署状 （ 『毛利三』 一〇二七） は、 吉川・




減封が申し渡され、毛利氏の処分が決定するのは、十月十日のことである（慶長五年十月十日徳川家康起請文写。大日本古文書『吉川家文書之二』九一四） 。　『義演准后日記』同日条は、 「輝元降参無異儀云々、治定歟如何」と記しており、これをもって落着らしいと見ている。さらに同月十五日条は「諸大名知行分在之云々 福嶋左衛門大夫備後・安芸両国、輝元城ヒロ嶋城拝領之云々」と記している。　『義演准后日記』同年九月廿七日条には「内府奉行衆ヨリ、預物之儀糾明ト乄折帋来了」 、同廿九日条 は「預物ノ儀ニ付宰相京都へ遣之」 、同晦日条に 預物出入在之」と見え 家康の大坂城入
　
戦後の九月十七日福島正則・黒田長政連署状（毛利輝元宛。 『毛利
三』一〇二二）においても、吉川広家・福原広俊らの働きにより、家康は輝元に対し少しも如在なきことが述べられている。この うな状況を受けて作成されたと思われる、福島正則・黒田長政宛の九月十九日毛利輝元書状案（ 『毛利三』一〇二三）では、輝元は「殊分国中不可有相違之通、預御誓紙、安堵此事候」と述べている。同じく両人宛の 月廿二日毛利輝元起請文前書案（ 『毛利三』一〇二五。一〇二四も同内容）で 、第 条目と第三条目において「一我等分国、無相違被思召之通、誠令安堵候事」 「一於 上者 西丸之儀渡可申候、已来奉対内府様、聊不存如在、表裏別心不可 之事」 述べている。この段階では毛利氏側におい は、従来通りの分国安堵引き換えに大坂城西の丸の明け渡しが決められたと思われる。毛利輝元宛の九月廿五日池田輝政外四名連署起請文写（ 『毛利三』一〇二六）は、輝元に対し再び家康が如在なきことを述べてい　
以上のようなやりとりを経て、輝元は大坂城から大坂の毛利屋敷
に退出した。 『義演准后日記』同年九月廿六日条 「輝元ハ下屋敷へ出云々」と見える。このような展開のもとで、戦前には吉川・福原両人の動きを知らず主戦派であったという秀元においても 和談が成立したと認識したものであろう。 【史料１】傍線部イは、このような段階の秀元の認識を反映したものと考えられる。　
しかし、 【史料１】の秀元書状の前日にあたる『義演准后日記』


























































子息元清の安芸国桜尾城であったと考えられる。元清は慶長二年（一五九七）に同城で死亡しているので、その頃までは乃美大方も同城に居たことは間違いないだろう。したがって、 【史料１】すなわち慶長五年当時においても、 「御ひきちさま」という の由来となる乃美大方の居所として、まず桜尾城が検討さ が、地名辞典等による限り、同城周辺に引地と う場所は見出せない。　
次に、長門国の秋根を検討する。前述したように、秋根には、乃
美大方の終焉の場となった居所があり、死後には灰塚 作られ寺院となったと伝えられている。 乃美大方の出自は安芸国小早川一族で婚姻後に居住した吉田郡山 、桜尾城もすべ 安芸国内 る。元清が天正年間に預けられた猿懸 が加わる しても、 備中 である。その同女が長門国で最期を迎えることになるの 、孫秀元の長門国の分知と毛利氏の防長移封によってであ 【史料１】は 乃美大方死去の一年ほど前の日付であるから、当時すでに長門国秋根に居たとする可能性もある。しかし、秋根周辺にも やはり引地という地名は見出せない。　
そのとき、あらためて注意されるのは、 【史料１】は戦後の九月



















線部からは、引地が「御ひかしさま」すなわち東 下向先 帰国先でもあることが読み取れる。傍線部アの文言からすれば、秀元 書状は東の下向・帰国を幸便として託されたのであり、 がわざわざ秀元の書状を届けるためであったのではない。また傍線部ウの文言の限り、東はその帰国先におい 乃美大方に対面し詳細を話すのだと思われ、下向の途次に乃美大方 いる場所に立ち寄るようには読み取れない。とす な ば 「ひきち」は乃美大方の居所としてのみならず、東との所縁 も比定され得る場所 なろう。　
そのように考えたとき注意されるのは、筆者が前稿で指摘した東
との近親関係が想定さ る杉氏が、引地 は特定 ないながらも豊田郡あるいは豊浦郡内にお て 戦国・織豊期に毛利氏から、あるいは大内氏時代 遡って知行を認められていた事実である。
　
秀包室が「引地君」と伝承されることも、やはり長門国移住後の
居所にちなむ可能性が高いと考えられる。 「御ひきちさま」と「引地君」は同じく引地にちなむ呼称である。ただ、 【史料１】秀元書状の「右田毛利家文書」における伝来状況からしても、元就継室であった東との親しさからしても、さらに「御ひきちさま」が関ヶ原合戦以前からの呼称と考え れることか しても、 「引地君」と伝承される秀包室は「御ひきちさま と同一人物 はない。　
しかし、その一方で、この二人の女性は、非血縁ながらも秀包の
母と妻というきわめて近しい立場にある。そして、 もに関ヶ原合戦前後の時期あるいは関ヶ原合戦後に長門国内のいずれかの地に居住し、 「御ひきちさま」と呼ばれ、あるいは「引地君」と 承されている。両者 呼称の同一性は、そ 関係性をふ えた き 居住地の同一性を推測させる。　
乃美大方は秀元が関ヶ原合戦に際し上坂する以前にすでに に





































































しかし、 『閥閲録』巻七十九杉七郎左衛門に収められた慶長六年三月十二日繁沢元氏・毛利元景連署判物によれば、関ヶ原合戦後の毛利氏分国の削封によ 玖珂郡に移った両人（元氏・元景は父子）が、新たに同郡で与えられたうちから百石を割いて、杉七右衛門尉（元良）へ進めている。このことからすれば、この時期に至るまで、杉氏の重良・元良の流れは豊田郡 知行を有していたと思われる。　
長門国豊田郡には、 少なくとも大内義隆時代から永禄、 天正、 文禄、











榑ケ畑に百三拾壱石弐斗九合、 今出畑に弐百三拾六石三斗五升三合、臺ノ畑に百七拾四石九斗四升壱合、鷹子ノ内に七拾弐石二斗七升八合、阿座上ノ村に六 六 七 壱升壱合、神田別苻内に五拾壱石七斗八升九合、合わせて千百三拾三石三斗弐升八合の知行を有していた。 「内所務七百七十九石五升八合」と見えるのは年貢高であろう。その時期は、 【史料１】の慶長 年（一六〇〇）九月廿九日秀元書状の約五年前である。前稿で言及したように、永禄年間 東（当時は中の丸）宛の毛利元就書状には、同女が豊前松山城を守る杉重良を案じていることをふまえたと思われる文面が見え
（
27）、杉重良・















お東」と呼ばれており、なお桜尾城に居たと見られる。乃美大方についても、嫡子元清が桜尾城で死去したのが慶長二年七月、秀元が輝元から長門国等を分知されるのは慶長四年六月であるから、長門国への移住は、秋根以前 あるとしても晩年であるこ は間違いない。したがって高齢でもあったと推測される乃美大方の住み慣れた桜尾城から が 些細な契機で行われたとは想定しが い。慶長初年のこの時期に、乃美大方の居所をあえて変更しなければならない事態が生じたのだと考えられよう。　
その事態とはやはり関ヶ原合戦ではないだろうか。九月十五日、
関ヶ原での本戦においては、毛利軍は東軍と戦火を交え ことなく、終結を迎えた。しかし、それ以前において、主戦派であった秀元はそのような終結に至る吉川広家や福原広俊など 東軍への内応工策を知らず、そのような結末を予想して なかった 考えられる。そうであれば、秀元は当然、海に近い桜尾城 祖母を残し 上坂し出陣することは危険だと考えただろう。実際 関ヶ原合戦は、本戦の戦場においてのみ戦われたのではなく 各地域の戦場においても戦われている。安芸国周辺 も、毛利輝元は村上元吉らを伊予の奪還に派遣 、元吉は伊予の三津 東軍方の加藤軍と戦 死亡した
（
31）。そのような事実をふまえれば、毛利氏方の国元の諸城が
東軍方 勢力 よって攻撃される可能性も同じく危惧され 当然であっただろう。そのような状況下ゆえに、乃美大方は戦火に巻き込まれる危険を避け 長門国豊田郡の山間の地へと赴き 関ヶ原合戦が終結して秀元が長門国 下向 た後、山間 地を離 、再び秋根
へと移ったのだと考えられる。おそらく引地への移住は関ヶ原合戦がなければ乃美大方の身の上に起こらなかったことであり、緊急の移住にあたり、東所縁の地を頼ったのではないだろうか。関ヶ原合戦は、それにどのように関係したとも語られることのない一人の高齢女性の晩年にも、その影響を及ぼさず はいなかったのだ 考えられる。　
一方、 【史料１】からは、当時、東は大坂にいたことがわかる。





























のは、慶長四年に秀元が毛利氏から分知された長門国の豊田郡の山間の地であったと考えた。同郡の山中には、関ヶ原合戦後に九州から長門国に移り住んだ の末子秀包室の墓があり 「引地君」の墓と伝承されている。秀包の母と妻という二人のきわめて関係近しい女性が、ともに長門国に移り住み、関ヶ原合戦前 るいは関ヶ原合戦後に「御ひきちさま」 「引地君」 同一の呼称で呼ばれており、両者の居住地は同一であったと考えられる。　
第四に、豊田郡には、乃美大方と親しい東の近親や関係者である










（あるいは東）は史料上に見える同女の自他称である。それぞれ史料の状況も研究の蓄積も、 また一般の周知度も異なるため、あえて呼び方を統一していない。なお、 三者相互の立場や地位、妙玖との異同については 明されておらず、研究史の現状ではともに継室と称されている。本稿でも、 そのような現状同様に、継室の語を使用していることをおことわりして く。
（２） 西尾和美「毛利元就継室『中の丸』の出自」 （京都橘大学『女
性歴史文化研究所紀要』第二二号、二〇一四年） 。

















匡基 「戦国期毛利元清の権限と地位」 『古文書研究』 第七十八号、二〇一四年、 五〇頁） 。 元清は、 桜尾城に加え天正三年 （一五七五）に備中猿懸城を預け置かれ、翌年に入城するが、このとき毛利氏から桜尾城に 御北尾并才菊殿」を残していくよう申し渡されたという。才菊は元亀二年（一五七一）に誕生した元就 末子（元清の末弟）で、のちの元総 さらに後、秀包）である。母は乃美大方であった。天正四年当初の段階で才菊がいまだ六歳であることを考えると、 才菊と併記されている「御北尾」は、母乃美大方とするのが適切であろう。そうであれば、 「御北尾」も桜尾城のいずれかの場所にちなむ、ある時 の乃美大方の呼称である可能性がある。 『山口県史』史料編中世３も、 「右田毛利家文書」二一七・二一八穂田元清書状に見える「御きたお」について「毛利元就継室乃美氏」 （乃美大方）としている。元清の妻であれば「つほね」などの表現 ふさわしく、夫元清が猿懸城 入るので れば妻 同行は自然で、事実 夫妻の嫡子秀元の出生は天正七年、猿懸城においてである。
（９） 山口県文書館編 『防長寺社由来』 第七巻長府領秋根村 （一九八六
年）四九九〜五〇〇頁。
（
10） 渡辺世祐監修『毛利輝元卿伝』 （マツノ書店、一九八二年）五一〇頁。 「長府毛利家文書」二五毛利甲斐守秀元譜略（ 『下関市史』資料編Ⅳ、一 九六年）一〇〇頁。
（
11） 慶長六年と推定される吉川広家自筆覚書案においても 関ヶ原合戦後の戦後処理を振り返り「去 之御和平」と称する文言が確認される（大日本古文書『吉川家文書之二』九一七） 。
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28） 文禄四年（一五九五）九月廿四日小早川隆景書状によれば、 「態申上候、小畑久内進退之儀、去年以来桜尾お東種々歎承候つる」と見え、東が の知行について隆景に嘆願したことが知られる。同年十二月朔日小早川秀俊宛行状によれば、杉助右衛門尉が小早川秀俊から筑後国三井郡・生葉郡で合計千九百石の知行を宛行われている（前掲「 幡文書」二（文禄四年）九月廿四日小早川隆景書状・ 「同」三
 文禄四年十二月朔日小早川秀

















31） 村上武吉・村上元吉・宍戸景世連署書状解説（愛媛県今治市教育委員会編『今治市村上水軍博物館保管村上家文書調査報告書』 、二〇〇 年、六一〜六二頁） 。
（
32） 永禄十二年（一五六九） 、長門に在陣中の元就から中の丸（東）に宛てた書状には、同女に籠手の準備を頼み、 「万まるおほせあわせ候て御心えかんえうにて候」と見える。すなわち、 万端、乃美大方と相談して取り計らうことが肝要だと述べており、このような元就書状の文面 らも、中の丸（東）と乃美大方の近しさがうかがえる（前掲「小幡家文書」三
 年月日未詳毛利元
就書状写、前掲『山口県史 史料編中世３） 。
［付記］　
下関市立豊田文化財資料室室長田中俊郎氏、同市教育委員会豊田
教育支所の土井優氏には、現地調査にあたり、大変お世話になりました。また、本学文学部現代社会学科の同僚中山ちなみ氏には、系図入力に際し、お力添えをいただきました。記して 皆様のご厚意に心より御礼申し上げます。（にしお
　
かずみ＝本学
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現代社会学科）
キーワード＝乃美大方、東（中の丸） 関ヶ原合戦
